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環境教育（ＥＳＤ）全体構想図
※ E.S.D.=Education for Sustainable Development : ｢持続可能な社会づくりの担い手を育む教育」

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇環境教育指針 【 つよく・ゆたかに・かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 ◇教育基本計画 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 ◇21世紀環境 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題、めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 立国戦略 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】

県・町教育委員会施策 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

◇ 沖縄県教育振興基本計画 ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
◇ 学校における指導の努力点 ①「関 わ る 力」人間関係構築能力 ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」
◇ 環境教育の指針及び基本計画 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性 ◇ めざす保護者（父母）像
◇ 本部町教育の主要施策 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼・小・中保護者の連携・融合
◇ 本部町クリーンキャンペーン ④「決 め る 力」決断力と実践意欲 ◇ 町クリーンキャンペーンへ参加

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

環境教育四つの分野 環 境 教 育 の ね ら い 環境教育の３観点

①「ともに生きる」 ■「持続 可能な 社会 づくりに 貢献する 人材の 育成」 ①「気づき・理解」

②「自然・生命」 (1) 身近な環境に対する感受性を養い、環境や環境問題に対する ②「技 能・行 動」

③「エネルギー・地球温暖化」 興味・関心や心情を育てる ③「思 考・判 断」

④「ごみ・資源」

幅広い領域を四つの分野に (2) 自分と環境との関わりや環境の仕組みに対する見方、考え方 四つの分野それぞれが目指す

分類し、21世紀環境立国戦略 を養い、環境の現状や環境問題の理解を深める。 学びの成果を①②の観点から示

（H19.閣議決定）が掲げた持 しており、全分野に共通する成

続可能な社会と国際理解・協 (3) 環境全体に対する適切な判断力を養い、環境保全や環境問題 果として③の観点がある。

調として、①が加えられた。 に対して主体的に関わっていこうとする意欲や態を育てる。

環境教育で 育てたい 子ども像

「環境に対する感受性の育成」 「環境に対する見方・考え方の育成」 「思考力・判断力・実践力の育成」

【環境に親しむ活動】 【環境のしくみを学ぶ活動】 【環境を保全・創造する活動】

●身近な自然環境に触れたり遊んだりする体験的 ●簡単な器具や身の回りの材料を活用して，身近 ●植物や動物の世話をしたり育てたりして生き物

な活動を通して，地球の環境に親しみ，自然の良 な環境に関する実験・観察や調査を行い，見たこ や自然を大切にすることができる子ども

さや不思 議さを感じることができる子ども と，感じたこと，考えたこと等を自分なりに表現 ●身近な人々や地域の文化的活動・行事等に自分

●地域の人々にあって話しを聞いたり，地域伝統 することができる子ども から進んで関わることができる子ども

行事に参加したりすることで，身近な地域の文化 ●生態系・環境全体の仕組みや人間の活動と環境 ●地球規模の環境問題の現状に関心を持って自分

や社会の出来事に興味・関心を持つことができる との関わり，相互作用等について基礎的・基本的 なりに考えたり，発表したりすることが出来る

子ども な内容を理解できる子ども 子ども

環 境 教 育 で 育 み た い 資質・能力 と 態 度

各学年目標 課題発見力 企 画 力 推 論 力 情報活用能力 合意形成力 思考力･判断力 実践力･人間力

低 ●身近な自然に気づ 身近な自然や 自然や動植物と 自然や動植物と 自然や動植物のこ 友達との話し合 自然や動植物との関わ 身近な自然や動植物
学 き、動植物に遊んで 動植物の関心 の関わり方につ のより良い関わ とについて調べ、 いにより、お互 り方について、自分と を守ろうとして、進
年 関わる を持つ いて目当て持つ り方を考える 知ろうとする いの考えを理解 友達の考えの良い点を んで関わる

する 見つけようとする

中 ●自然に親しみ、環 身近な生活の 課題の解決に向 自分ができる課 課題解決に必要な 解決方法につい 他者の考えや情報を 進んで身近な環境を
学 境と自分の生活の関 中で課題を見 けた取組を順序 題解決方法を考 情報を収集・選択 て話し合い、よ 総合的に判断し，身 守るための行動を起
年 連を見出す 出す 立てて考える える する り良い考えを見 近な自然に関わる こそうとする

出す

高 ●身近な自然と郷土 環境美化・環 予想を立てて， 様々なデータ等 情報を収集・選択、自分の立場や考え 多面的、総合的に捉 進んで環境美化・環
学 の関わりを捉え、環 境保全につい 観察・実験・調 を解釈したり、 分類・整理を行い、を明らかにし他者 え、実証的に考え、 境保全に取組、地球
年 境美化・環境保全を ての課題を見 査等の計画を立 課題の因果関係 相手意識を持って の考えを理解した 公正に判断して環境 規模で環境問題を考

主体的に進める 出す てる を推論する 発信する 上で合意形成する と関わる えようとする

【環境をとらえる視点】 ・循環 ・多様性 ・生態系 ・共生 ・有限性 ・保全

環境教育の整備 豊かな体験活動 E.S.D.基本的な考え方 家庭・地域との連携

◆環境教育を効果的に進め、 ◆全ての人が質の高い教育の ◆ Education for Sustain- ◆家庭や地域（校区・町内）と
人間としての「生き方」に 恩恵を享受すること able - Development の交流を密にし，協力体制を
ついての自覚を深めるため 整える
の環境づくりに努める ◆持続可能な開発のために求 「持続可能な社会の担い手を

められる原則、価値観及び 育む教育」 ○ 校区内ボランティア清掃
○ エネルギー学習（有限性） 行動が、教育や学びの場に ○ 町クリーンキャンペン
○ 気候変動・防災学習 取り込まれること ○ 他人や社会との関係性 ○ 本部小中校区での連携
○ 環境の循環・保全 ○ 自然環境との関係性を認識 ○ ＰＴＡとの連携協力
○ 生物の多様性・生態系 ◆豊かな体験活動を実践して ○「関わり」「繋がり」を尊重 ○ 本部町教育委員会との連携
○ 地域の文化財・遺産 いくことが重要。 ○ 町内事業所・施設等との連携
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